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【ポイント】 

●教職員組合（STEG）が教員の待遇改善を求め大規模な抗議活動を継続しており、全国各地の

公立学校で授業が長期にわたり行われない状況が続いている。 

●アレバロ大統領は６月４日から８日にかけて台湾を訪問。大統領は台湾を「兄弟国、信頼できる

友人、戦略的な同盟国」であるとし、経済関係の強化に期待を表明。半導体分野の協力や政策協

議の立ち上げなどの成果が見られた。 

●アレバロ大統領は６月８日から１２日にかけて訪日。首脳会談・ワーキングディナー、天皇陛下

御会見、万博ナショナルデー出席、民間セクターとの会合等充実した日程となった。 

今回両国は、両国の関係を「戦略的パートナーシップ」に格上げすることで一致し、首脳会談後、

共同声明が発出された。 

●ランドー米国務副長官が当国を訪問し、アレバロ大統領と会談。麻薬取引、人身売買、移民対

策、戦略的インフラ、貿易・投資における協力等について議論が行われた。ランドー副長官はグア

テマラの繁栄、安定、治安は米国が共有する利益であると強調 

●ノーム米安全保障長官が当国を訪問し、国境の安全に関する覚書に署名。同覚書により国境

における当局間の情報交換が可能となる。 

●経済面では５月の郷里送金が過去最高の 22 億ドル超を記録。米国における移民コミュニティ

の不安を反映しているとの見方もある。 

●IMF 訪問団は当国経済の安定を評価し、本年の成長率 3.8％と予測。他方で政府支出の迅速

化等の必要性等を指摘。 

 

【本文】 

１ 内政 

教職員組合の抗議活動が公教育に大きな損害を与えている。 

教職員組合（STEG）は政府に対し教員の待遇改善等を要求し、５月２６日から大統領府周辺の

歩道及び憲法広場を占拠する抗議活動を展開している。６月中も同抗議活動は続き、こうした抗

議活動は全国に波及しており、全公立学校の 16％にあたる 5,700 校の授業が中止されるなど教

育に大きな損害が生じている。政府は教員給与の 5％増を提案するも STEG 側は 15％増要求の

姿勢を崩さないなど双方に隔たりがある。 

  

 

 



２ 外交 

（１）アレバロ大統領の台湾訪問（６月４日～８日） 

ア アレバロ大統領の台湾訪問概要 

アレバロ大統領は大統領就任後はじめて台湾を訪問。外相、経済相他が同行。５日には頼清

徳総統との首脳会談の他、台北市内の投資貿易セミナーに参加。滞在中、新竹サイエンスパーク

視察、在台グアテマラ人学生との懇談なども行った。同大統領は、台湾を「兄弟国、信頼できる友

人、戦略的な同盟国」であるとし、経済関係の強化に期待を表明。頼総統は、価値の共有、対グ

アテマラ投資促進等に言及。アレバロ大統領訪問中、半導体分野の人材育成、投資促進、政策

協議立ち上げにかかる各種合意文書も交わされた。 

 

イ 中国の反応  

６日、当地主要各紙電子版はアレバロ大統領の台湾訪問に関する中国政府の反応につき報じ

た。中国外交部の林剣報道官は、「一つの中国」原則に従うことが国際社会における民意・趨勢

であり、グアテマラは大局を認識し正しい決断を早期に下すべきとの立場を示した。 

 

ウ 駐米グアテマラ大使はアレバロ大統領の台湾訪問は米国との関係強化につながると強調。 

７日付プレンサ・リブレ紙は、ベテタ駐米グアテマラ大使がアレバロ大統領による台湾訪問は米

国との関係強化の姿勢の現れと述べた旨報道。ベテタ大使は、トランプ大統領の就任以降、両国

の関係がさらに深まっていると強調し、台湾との関係では投資誘致、半導体分野での技術協力、

移民対策の連携を模索していると述べた。また、台湾、米国、グアテマラ間の連携を活用すること

がグアテマラの未来につながると述べた。 

 

（２）アレバロ大統領の訪日（６月８日～１２日） 

ア 訪問概要  

アレバロ大統領は大阪万博ナショナルデー出席等のため日本を訪問。９日、同ナショナルデーに

出席した他、同日夜大阪市内において大統領主催レセプションに出席した。 

１０日には石破総理との首脳会談及びワーキングディナーが開催された。両首脳は法の支配

に基づく自由で開かれた国際秩序の維持・強化に向けて、日・グアテマラ関係を新たに「戦略的パ

ートナーシップ」に格上げすることで一致し、同日共同声明が発表された。 

１１日には天皇陛下との御会見が行われ、同日、岩屋外務大臣とマルティネス外務大臣との間

で外相会談も実施された。その他アレバロ大統領はJICA、経団連、グアテマラ進出企業関係者な

どとの会合も行った。 

今回のアレバロ大統領の訪日は、日・グアテマラ外交関係樹立 90 周年を記念するとともに、両

国関係の一層の強化に向け大きな成果を得ることとなった。 

 

イ 当地報道ぶり 



当地主要各紙はアレバロ大統領の訪日中の動静を連日報道。また、アレバロ大統領の訪日後、

複数のコラムを掲載。政治アナリストのペドロ・トルヒージョ氏は、アレバロ大統領の台湾、日本訪

問は国際的、地政学的に重要なメッセージであり、米国との関係強化にもつながるとして高く評価

した。同じく政治アナリストのロベルト・ワグナー氏は、日本政府はアレバロ政権を、自由、民主主

義、法の支配など、日本が基本とする価値と原則を共有し信頼できる政権と評価していると述べ、

貿易投資の分野で日本との関係を促進する好機であると強調した。 

 

（３）ランドー米国務副長官が当国を訪問。グアテマラの繁栄、安定、治安は米国が共有する利益

であると強調。 

 １３日、アレバロ大統領は当国訪問中のクリストファー・ランドー米国務副長官と会談した。同会

談では麻薬取引、人身売買、移民対策、戦略的インフラ、貿易・投資における協力等について議

論が行われた。アレバロ大統領は全ての議題について進展があったとして満足の意を表明。ラン

ドー副長官はメキシコ、エルサルバドル、グアテマラ歴訪後の記者会見において、グアテマラの繁

栄と安定、治安は米国が共有する利益であると強調し、グアテマラを麻薬対策におけるパートナ

ーと評価した。 

 

（４）ノーム米安全保障長官が当国を訪問し、国境の安全に関する覚書に署名 

 クリスティ・ノーム米国土安全保障長官が、６月２５日～２６日の日程でグアテマラを訪問し、ヒメ

ネス内務大臣との間で国境の安全に関する覚書に署名した。同覚書は、国境における当局間の

情報交換を可能とし、犯罪組織やテロ組織に関連する人物の特定を促進することを目的としてい

る。ノーム長官は、米国が行っている移民の取組においてグアテマラは他国の模範となるであろう

と評価。 

 

（５）国境付近におけるメキシコ州警察による越境行為・麻薬組織との銃撃戦が発生 

  ８日、メキシコ・チアパス州警察が国境を越え当国ウエウエテナンゴ県内において麻薬カルテ

ルとの間で銃撃戦を展開する事案が発生。翌９日、シェインバウム墨大統領は本件について同州

警察による不適切な行為であったと述べた。エレラ副大統領（大統領代行）は外交ルートを通じて

冷静に対処すると言及。 

 

３ 経済 

（１）５月の郷里送金は過去最高額 22 億超を記録するも移民コミュニティの不安が増加の要因と

の見方あり。 

  ６日付プレンサ・リブレ紙によると、５月の郷里送金は過去最高となる 22億 8,100万米ドルを記

録した。本年５月までの累計は 99億 830万ドルに達し、前年同期比 16.4%の増加。母の日に関連

する送金増加要素はあるも、米国内における移民の一斉摘発や、郷里送金に対する課税法案の

提出などにより移民コミュニティに不安が生じていること等が送金増加の主な要因と見られる。 

https://www.prensalibre.com/economia/guatemala-recibe-record-de-remesas-y-en-mayo-registro-us2-mil-281-millones-y-tres-factores-fueron-claves/


 

（２）輸出は堅調なるも、繊維業界ではトランプ関税と物流の遅延が影響 

 １０日付プレンサ・リブレ紙によると、２０２５年１月から４月のグアテマラの輸出額は 53 億 8,240

万米ドルに達し、前年同期比で 11.2％の成長を記録した。この伸びは輸出量の 9％増加と平均価

格の 1.9％上昇によるもので、特にコーヒー（輸出額 81.9％増）や砂糖（同 51.1％増）が好調であ

る。一方で、衣料品（同 3.5％減）やカルダモン（同 31.9％減）は減少した。 

輸入総額については、7.1％増の 112億 6,650万米ドルとなり、資本財、建設資材、消費財が増

加した。 

リッチ中銀総裁は４月５日に適用が開始された米国の 10％一律関税の影響は現時点では見ら

れないと述べているが、セバジョス繊維衣料組合（Vestex）副会長は、10％関税に加え、港湾・道

路インフラの不備により、長期的な発注や輸送に支障が出ており、輸出業者の競争力と利益に深

刻な影響が出ていると警鐘を鳴らしている。 

 

（３）IMFはグアテマラ経済の安定性を評価。歳入拡大や財政赤字縮小等の課題も指摘 

  ２３日付ディアリオ・デ・セントロ・アメリカ紙によると、国際通貨基金（IMF）の訪問団は、グアテ

マラ経済の安定性を評価し、本年の経済見通しは明るく、成長率は 3.8％を予測していると報告し

た。インフレ期待は目標に沿った水準を維持していると評価した一方で、財政支出の質と効率性

の向上、予算の策定・執行・監視の強化、迅速な腐敗対策の実施などが課題として挙げられた。 

中期的には、歳入拡大及び財政赤字の GDP 比 2％程度への縮小を目的とした包括的税制改

革の必要性も指摘され、低い債務水準の維持や優先的な公共投資を継続することの重要性が強

調された。また、制度改革により政府支出を強化・迅速化する必要もあると提言した。 

これを受けリッチ中銀総裁は、９月に新たな政府調達法案を提出予定であると述べ、マネーロ

ンダリング防止法案、金融包摂とインフォーマル経済の縮小に不可欠な電子決済法案等の重要

性に言及した。 

 

４ その他 

アグア火山が噴火するも大きな被害はなし 

５日早朝、グアテマラ南部に位置するフエゴ火山が噴火し、一時、地域住民約 700 人が避難す

る等した。翌６日、政府は火山活動の沈静化を宣言。一部負傷者が出たものの死者は発生しなか

った。気象庁によると今回の噴火は 2018年以来の比較的大規模なものであった。 

 

 

 

  

https://www.prensalibre.com/economia/exportadores-enfrentan-presion-por-aranceles-y-retrasos-logisticos-pero-envios-crecieron-11-2-en-el-primer-cuatrimestre/
https://dca.gob.gt/noticias-guatemala-diario-centro-america/guatemala-mantiene-estable-su-economia-dice-el-fmi/


《経済指標》 

◇主要経済指標◇ 
2025年 

2024年 2023年 
 ６月 ５月 

インフレ率（前年同月比） 1.79% 1.69% 2.88% 6.27% 

貿易収支（百万ドル） 未公表 1,478.0 △17,928.9 △16,124.2 

輸出（百万ドル） 未公表 1,422.7 14,561.4 14,194.3 

輸入（百万ドル） 未公表 2,900.7 32,490.3 30,318.5 

外貨準備高 （百万ドル） 27,220.50 26,798.60 22,452.40 21,319.4 

外国からの送金（百万ドル） 2,219.30 2,281.10 21,510.2 19,804.0 

為替レート（対ドル月平均） 7.68 7.68 7.76 7.85 

 

 


